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1　はじめに
現在、induction heating （IH）調理器を導入して、家

庭調理の熱源をガス燃料から電気に転換する家庭が増えて
いる。IH機器の開発は、1970年代の前半よりクッキングヒー
ターを中心に大手家電メーカーによって開始され、90 年代
初期に実用化された。商品化された製品は、コンロ内の
コイルに電流を流しコンロに載せた調理器具を電磁誘導に
よって発熱させて食材を加熱する構造となっている。当初、
IH の価格は 35 万円と家庭に普及する水準でなかったが、
90 年代後半に入って価格が 20 万円を切った。IH を利用
する世帯は 2008 年段階で 1 割を超えている。

IH イノベーションの導入を分析する際には、IH 機器そ
のものだけではその便益を享受することができないことが
重要な観点である。調理をするためには、IH に対応する
調理道具を準備し、調理技能を習得してレシピを開発する
など、調理全体のシステム（調理システムと呼ぶ）を整える
必要がある。IH に関しては大企業による機器開発が先行
したが、90 年代前半においては IH 対応の道具等は未整
備であり、家庭への普及が本格化する段階で調理システム
の構成要素の開発が始まった。現在では IH 調理システム
について様々な提案がなされ、新しいシステムが持つべき
要素をかねそろえて支配的になるデザイン（ドミナント・デ
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ザイン [1]）を模索する動きが続いている。　
従来、先端技術は主として大企業によって開発され、市

場メカニズムを経由して家庭に普及した。しかし、先端技術
が導入される際には、解決すべき難しい問題が発生するこ
とが多い。熱源が開発されても、上述したように道具、技
能、レシピなどの補完的要素が必要になる [2]。その際、製
造業が IH を開発するのに加えて、様 な々立場からIH の開
発や普及に強い関心をもつユーザー（リード・ユーザー [3]）
達が補完的技術を開発し、技術の家庭への普及を推進す
る。本論文はこの事実に着目し、IHという先端技術を家庭
に導入するプロセスで、多様なリード・ユーザーがそれぞれ
どのような役割を果たして先端技術の導入を促進したのか
を調査分析する。具体的には、第一に、調理システムを構
成する要素のそれぞれがどのような経路によって家庭に伝
達され、IH 調理システムとして普及されたかについて、調
理法の変化をメディア情報の時系列分析によって明らかにす
る。第二に、IH の普及を契機として登場した調理法として、
フライパンを固定し「両手でシリコン樹脂製スパチュラを持っ
て炒める」調理法に着目し、それが誰によってどのように開
発されどのように普及したか事例分析する。以上の分析に
基づき、家庭に先端技術が導入されるときの多様なリード・
ユーザーの果たす役割に注目したモデルを本論文では提案
する。さらに、先端技術を家庭に導入する際に、社会的観
点からその技術的可能性を最大限に引き出すためには何が
必要になるかを考察する。

2　既存研究
人間は生活に必要な機能を実現するために、歴史的に

様々な人工物を開発してきた。社会は生み出された人工物
を評価して、性能と価格が優れた人工物を選択する。加え
て、一部のリード・ユーザーは既存の人工物に対して積極
的に対応し、それぞれの観点から修正を加え、再設計し
た人工物を社会に提案する [3]。人工物の進化とそのメカニ
ズムに関しては、工学また経済学・経営学から一連の研究
が存在する [4]-[8]。以下に、どのような経緯で「フォークの
歯が 4 本になった」のかを明らかにしたペトロウスキ [6]、
また、なぜ、タイプライターの「キーボード配列が左上から
QWERTYとなった」のかを分析したデビッド [9] を紹介す
る。

先ず、フォークの場合、現在の形状では使い難いという
意味の失敗から既存製品が改良される。人間は食べ物を
切り裂いて口に入れるとき、先史時代は手と歯でそれを行っ
ていたが、ナイフを発明すると最初はナイフを1 本使用し、
後に 2 本使用するようになる。1 本は食べ物を押えて口に
運ぶためにあり、もう1 本は食べ物を切るためにあり、食

べ物を押さえて口に運ぶ方のナイフは、スプーン、2 本歯の
フォーク、3 本歯のフォーク、現在の 4 本歯のフォークへと、
先行する物の使用時の欠点を改良しながら進化する。何を
欠点とみなすかは人によって、状況によって異なり完璧なも
のは存在しないが、複数の人間がともに食事をする際のマ
ナーや、行儀作法の本との相互作用によって社会への普及
が決まる。このプロセスが繰り返されることによって、フォー
クの形状は連続的に進化した。ユーザーがフォークの進化
について重要な役割を果たしている。

キーボードの場合、その文字配列の決定に関しては、
開発を主導する製造メーカーに加え、タイピングするユー
ザー、またタイピング教育を行う専門学校の意向が影響し
た。1860年代後半に初めて実用化したタイプライターのキー
ボード配列は、左から ABCD とアルファベット順に配列さ
れていたが、その後製造メーカーごとに様々な配列を採用
するようになる。異なる配列が混在する時期から、タイピン
グの速さを競うユーザー間の競争が起こり、速度を競うコ
ンテストや、速記法を教えるタイピング専門学校が出現す
る。そこではキーボードを見ずに配列を記憶して打つタッチ
タイピングが基本となり、一度覚えた配列が変化すること
には誰もが否定的であったため、最終的には最も多くの人
が慣れていた現在の配列が残ることになった。すなわちコ
ンテストや専門学校のようなユーザーコミュニティの利益を
反映して文字配列は選択され、その決定に関しては、市場
メカニズムを越えた外部効果が働いている注 1）。

3　本調査の枠組み
本論文が分析対象とする IH 調理システムは、熱源であ

る IH だけでなく、IH を用いて調理をするための多様な補
完的要素によって構成される。本研究では、この IH 調理
システムが、誰によってどのように開発され普及したかを明
らかにするために次のような調査を実施した。

第一に、IH 調理法に関するメディア情報（書籍、料理
雑誌、ファッション雑誌、テレビ CM）を収集してデータ
ベースを構築し、時系列変化を分析した注 2）。具体的には、
2002 年から 08 年にかけて IH を用いた新しい調理法がど
のようにメディアにおいて発信されたか、対象をフライパン
による炒め物に限定し、IH 調理の写真（書籍 267 件、料
理雑誌 57 件、ファッション雑誌 52 件、雑誌広告 64 件）と、
IH 調理を含むテレビ CM （31 件）に関する時系列分析を
行った注 3）。本研究のメディア調査に関する情報を付録Ａに
記す。

第二に、IH の導入を契機として現れた調理法に対して、
それが誰によってどのように発案され、どのような理由から
普及するに至ったかについてヒアリング調査を行った。具
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体的には、調理法の開発と普及に貢献した関係者をメディ
ア情報から抽出し、その関係者を対象に、2008 年 5 月か
ら11 月にかけてヒアリング調査を実施した。本研究のヒア
リングに関する情報を付録 B に記す。

4　メディアで発信されたIHを利用した調理法の時系列
分析

メディアを通じて発信された IH を利用した調理の中で、
図 1 の写真が示すような両手でシリコン樹脂製スパチュラ
を持って炒める調理法が 2004 年に初めて紹介される。こ
の調理法の新規性は以下のとおりである。第一に、従来か
ら加熱調理に用いられてきた玉杓子、木べら、菜ばし、フ
ライ返しなどではなく、シリコン樹脂製スパチュラを使用す
ることである。シリコン樹脂製スパチュラ（以下、スパチュ
ラ）とは古くからあるゴムべらの素材をシリコン樹脂にした
「へら」であり、日本においては 1999 年に輸入販売が開
始された。しかし、同時期にはスパチュラの日本での認知
は極めて低いものであった。ゴムべらは加熱調理に使用で
きず菓子作りに使用されたが、スパチュラはシリコン樹脂
を使用しているために 300 ℃程度までの耐熱性があり加熱
調理に十分耐え得る。しかも、IH 調理では鍋底が高温に
なるために炒め物は鍋底で調理され、その際、鍋底に張り
付いた食材をこそぎ取るためにスパチュラが活躍する機会
がある。第二に、新しい調理の仕方として、食材を扱うた
めの道具を両手で操作する方法が現れた。ガスを用いた炒
め物では、最も高温になるフライパンの鍋肌に食材をあて
るために鍋をあおっていた。それに対し IH では、高温に
なるのは鍋底なので鍋をあおる必要はなく、道具 2 本で食
材を持ち上げながらかきまぜる方法が用いられる。IH 調理
では、鍋類は熱源から離すと加熱できないため、鍋類を固
定しており、鍋類に手を添えることは少ない。

図 2 に示すように、前述の 2004 年における新しい調理

法の紹介はファッション誌で行われ、後述する IH 調理を
研究する料理研究家Ｗが紹介した。書籍と料理雑誌にお
いては、2006 年に初めてスパチュラを用いた調理法が紹介
され、後者においては増加傾向がみられる。全体としては、
スパチュラ 2 本の調理法の成立過程にある木べら 2 本、
スパチュラ1 本の調理法を含めても新しい調理法の占める
割合は 3 割程度であって優勢とはいえないが、社会的に認
識される水準にある。対照的に、メーカーによる雑誌広告
においては、IH に不適切であるという認識の強い調理に
対して正しい技術的な情報を提供する意図が強く、新しい
調理法が紹介されることは全くなかった注 4）。このように、
新しい調理法は、IH クッキングヒーターを供給する企業か
らよりも、料理研究家を中心とするリード・ユーザーから
情報発信されるファッション誌が主導して、IH の潜在的利
用者に向けて広く発信されている。テレビ CM では、東京
電力によるオール電化の販売促進のテレビ CM シリーズが
2004 年 10 月に開始され、その 1 編で 2006 年 1 月より放
映された CM に木べら 2 本でかき混ぜるシーンがあった。

5　両手にシリコン樹脂製スパチュラを持って炒める調
理法の開発と普及

調理法の開発に関しての聞き取り調査の結果を以下にま
とめる。第一に、両手にスパチュラを持つ調理法の開発に
関して、電気事業者が重要な役割を果たす。東京電力は、
1999 年に銀座 TEPCO 館の料理教室で有名料理人による
調理デモを開始した。そこでは、プロの料理人がその高い
専門能力を駆使して新熱源に対応した調理をすることの期
待から、IH レシピの作成のために調理内容の測定・記録
を行った。有名中華料理店のシェフY がチャーハンを作っ
た際に両手に木べらを持って炒めたのを、調理デモに立ち
あった料理教室コーディネーターＮが観察し、IH では鍋を
持ち上げると熱が発生しないので「あおれない」という中
華料理に関する批判に対し、この炒め方をこれまでと異な
る新しい「IH 調理法」と位置づけた。2006 年 1 月に放映
された東京電力の CM では、IH 料理教室で少年が炒飯作
りに挑戦し、木べら 2 本でかき混ぜるシーンがあった。

第二に、IH 調理を本格的に研究する料理研究家も大き
な役割を果たした。料理研究家Ｗは 2000 年に自身の料理
教室をリフォームして熱源を IH にし、研究対象を IH 調理
とした。前述の Nとは頻繁に情報交換を行い、チャーハン
を IH でどのように作るかというテーマについて、木べら 2
本でかきまぜる調理法を Nより知った。すぐに W は木べ
ら 2 本の調理法では木べらにチャーハンの米がくっつく問
題点に気づき、その改良のための実験から、スパチュラを
両手に持つ調理法が最適であることを発見した注 5）。当時、図1　両手にスパチュラを持つ調理法
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加熱調理に化学素材製のスパチュラ（へら）を用いるとい
う調理法はなかったが、W は、取引のあった輸入業者 K
からサンプル提供されたシリコン樹脂製スパチュラに耐熱
性があることを確認していたため、木べらやフライ返しに替
わる調理道具としてスパチュラを試すことができた注 6）。し
かしW は既成のスパチュラに満足せず、IH 調理に最適な
構造を持つスパチュラの研究を続け、成果として台所用品
の製造を手がける貝印と共同で開発した製品は、2008 年
に商品発表され、2009 年 4 月に一般向けに販売する。

第三に、IH 技術、また、調理法に専門知識を持たない
ビジネス参入者も重要な役割を果たしている。「電気を通じ
て新しいライフスタイルを提案する」というコンセプトのス
ウィッチ・ザ・デザイン・プロジェクトを推進する東京電力
は、銀座 TEPCO 館に IH 対応のセレクトショップの開設
を企画し、一般の主婦の意見も採り入れて店舗を選択した
結果、フライングソーサー社が 2005 年 10 月にそこで活動
を開始した注 7）。同社は、主婦であったSに店長を担当させ、
既存品だけでなくオリジナル調理道具も開発しており、S の
友人の料理メディアのスタイリスト C が新しいアイデアの提
案を担当した。フライングソーサー社は既に 2004 年にシリ
コン樹脂製スパチュラの開発に取り組んでおり、既に他店
でも販売していた赤・黄・青に、黒・紺・緑・茶色を加え
た 7 色のラインアップを立ち上げた。

次に、スパチュラを使った調理法の社会への普及プロセ
スを見てみる。第一に、開発者 W の経緯からみれば、当
初は調理法の一般への公開は意図されていなかったことが
わかる。スパチュラを両手に持つ調理法が一般に紹介され
たのは、前述したように 2004 年のファッション誌の調理記
事における IH での炒め物の記事であった。2006 年に W

が出版した IH 向け料理本での炒め物のページでは、各手
にスパチュラと木べらを持つ調理法が紹介されている。ス
パチュラ 2 本が最適ではあるが、スパチュラを 2 本持たな
い読者でも対応できるように配慮して、1 本は木べらに変え
て紹介した注 8）。前述の W が開発した IH 調理向けのスパ
チュラが、初めてメディアを通じて発表されるのは 2008 年
12 月である。

第二に、フライングソーサー社は、発売当初から積極的
にシリコン樹脂製スパチュラをメディアを通じて紹介した。
本研究での時系列分析の対象としたような調理記事ではな
く、IH 調理とは関係のないファッション誌の雑貨の記事に
おいて多く採り上げられており、7 色のラインアップに注目
が集まり「男性が調理をするときにも使いやすい色」、「居
心地のよい台所にするために、キッチンの内装に合わせら
れる色」などと紹介された。同社は、東京電力との連携に
合わせて IH 対応の自社製中華鍋を開発したが、そこでス
パチュラをセットで見せる販売促進を行った。当時、スパ
チュラは IH 調理を意識した商品ではなかったため、IH 対
応の調理道具とスパチュラが組み合わされたのは半ば偶然
である。同社が IH 調理とシリコン樹脂製スパチュラの補
完性を思いついたのは、当時放送中であった木べら 2 本
による東京電力の CM シーンを確認したことによる。銀座
の店舗の店頭を飾る中華鍋には、赤いスパチュラが 1 本乗
せられ、店舗紹介の小冊子では中華鍋に両手に紺色と茶
色のスパチュラを持ってかきまぜている写真が掲載されて
いる。また東京電力の Web コマーシャルでは著名なシェ
フが同社の中華鍋と赤いスパチュラを用いてチャーハンを
作っている注 9）。

※1 テレビCMについては2002～03年は調査対象外。
※2 新しい調理方には、スパチュラ2本の調理法の他、その成立過程にある木べら2本、スパチュラ1本の調理法も含む。
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図2　メディアによって発信されるIH調理に用いられる新しい調理法の変遷
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6　IH技術に付随する調理システムの開発と普及モデル
の提案

IH に付随する調理システムの展開は、図 3 に示すように
開発と普及の 2 段階に分かれる。まず、1999 年から 2000
年にかけて両手に木べらを持つ調理法がなかば自然発生
し、木べらが使用されるプロセスで新しい調理道具として
のシリコン樹脂製スパチュラの使用が始まった。第 2 段階
は 2004 年以降であり、IH の普及につれて新しい調理シス
テムがメディアを通じて情報発信されている。調理システム
の開発と普及に貢献した個人と組織をみると、開発に関し
ては、IH の普及を推進する電気事業者を筆頭に、直観的
に両手に木べらを持って調理を行ったプロの料理人 Y、そ
れを IH に適応した調理法と位置づけた料理教室コーディ
ネーターＮ、木べらをスパチュラに代替した料理研究家 W
が主要な役割を果たしている。一方、普及に関しては、東
京電力のオール電化の販売促進プロジェクトを中心に、IH
調理の啓蒙にあたる料理研究家、また、フライングソーサー
に代表される小売りショップの販売促進活動が、さまざま
なメディアを経由して家庭へと発信されている。

新しい調理システムの開発と普及を考察するために、表 1
に、開発と普及の主体となる個人・組織について、その活
動内容、生成・移転された知識、また、活動の成果を既
存研究と比較して示す。フォークの進化が長期に渡る累積
的なプロセスであったのに対して、IH 調理システムの変化
は先端的な科学技術による非連続的進化であるが、フォー
クの事例同様に、ユーザーとしての家庭が進化において一
定の役割を果たしていた。また、キーボードの事例との関
連でいえば、調理システムを構成する調理道具やレシピは

企業以外でも開発可能であり、キーボード配列の事例同様
に、市場メカニズムに加えて一部のユーザーの趣向などの
外部効果が影響を与えた。

以上の検討に基づき、本研究が対象とする調理法の開
発・普及の特徴を述べてみよう。第一に、IH イノベーショ
ンを補完する調理法の開発と普及を行ったのは、IH の技術
開発を担当した大手家電メーカーではない。家電メーカー
からの宣伝広告は、IH に対して懐疑的な消費者を対象に
IH の短所が解決できることを示す内容であり、IH の可能
性を活かした新しい調理法に関する提案は見られない。開
発と普及に貢献した一連の個人は、電気事業者にもメーカー
にも直接の形で所属しない自立したリード・ユーザーであ
り、彼らは一般ユーザーのように既存の調理法を単純に受
け入れることには満足せず、既存の調理道具、調理法に対

図3　両手にシリコン樹脂製スパチュラを持って炒める調理法の開発と普及

表1　先行する人工物の進化と比較したIHイノベーションのメカ
ニズム

新しい社会価値の
提供

必ずしも高くない以前より確実に良い普及した人工物の
性能 

雑誌、セレクトショップ
（電気事業者施設内）、TV 
コマーシャル、WEB

タイピング・コンテ
スト、タイピング専
門学校

礼儀作法の本、餐宴普及を促進する
メディア環境 

社会トレンドとの
適合性

タイピング能力によ
るユーザー間競争

マナーの形成
（社会との協調）

普及の駆動力 

IH の機能を活用した
新しい調理の開発

より高い性能の実現既製品における失敗
の改良
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して進んで提案をする。彼らは、電気事業者の支援を受け、
その提案を書籍、雑誌等のメディアを通じて家庭へと発信
し、積極的に調理法の開発と普及に乗り出している。

次に、2 種類のリード・ユーザーに対してそのインセンティ
ブを考察する。まず、調理法の開発を担当するリード・ユー
ザーにおいては、IH の機能に対する論理的な好奇心と合
理的な調理の探求がインセンティブとして働いている。彼
らは、IH はユーザーが入力する電力の値と出力としての鍋
内の温度変化に再現性があることや鍋内の温度を一定に保
てることに着目し、その性能を調理に活かすための実験の
過程で、IH では鍋底が高温になることを活かした新しい
調理法を発見した。開発者は IH という技術の中身にも好
奇心を持ち、「調理の科学化」という観点からIH にアプロー
チしており、そのインセンティブには営利目的を越えた知的
社会インフラの形成という側面がある注 10）。開発された新し
い調理法は、ファッション誌の調理記事によって率先的に
発信したが、調理法を発見してから 4 年後のことである。

一方、普及を牽引したリード・ユーザーのインセンティブ
をみると、紹介したセレクトショップの発想には、社会トレ
ンドに対する感性的な直観力が認められる。彼らが直観的
に開発した 7 色展開のスパチュラは、「男性でも使いやす
い色」、「自分の家の台所の色に合わせられる色」とファッ
ション誌の調理とは関係のない雑貨特集で評価を受ける。
このようなリード・ユーザーは、電気事業者や家電メーカー
と組織的には独立している。しかし、その調理法がメディ
アを通じて一般家庭へと発信される2004 年から2006 年と
いう期間が、電気事業者によるIH 普及促進の時期と重なっ
ていることは偶然ではない。事実、典型的な普及主体であ
るセレクトショップは、販売促進という目的において、オー
ル電化を推進する電気事業者と利害を共有する。このよう
な背景によって新しい調理法は、銀座という繁華街のショー
ウィンドーを通じて、また Web コンテンツを通じて強力に一
般家庭へ発信された。

以上の分析から、多様なリード・ユーザーによる先端技
術の家庭への導入について、図 4 に示すモデルを本研究で
は提案する。大手家電メーカーによって開発された IH を
家庭に導入する際には、IH に付随する調理法の存在が大

きな役割を果たす。IH の技術的可能性を引き出す調理法
を開発するのは、技術と調理に対する専門知識を持つ料理
研究家 W のような「論理的リード・ユーザー」であり、調
理のために IH の機能性を最大限に引き出すことを目的とす
る。一方、新しい調理法の普及に貢献するのは、製品に関
連する社会トレンドに対して卓越した直観力を持つセレクト
ショップの S や C のような「感性的リード・ユーザー」であ
る。メーカーによる先端技術に IH の機能性を追求した調
理システムが組み合わされることのみでは、かならずしも一
般家庭へ商品訴求力は生まれず、家庭への普及をもたらさ
ない。一方、技術内容に対する理解に欠ける感性的リード・
ユーザーの提案する調理システムには、社会トレンドを捉え
た魅力が生まれ、メディアによる発信を通じて調理システ
ムの家庭への導入を促進する。このように、柔軟に連携す
る多様なリード・ユーザーが IH イノベーションの進展に貢
献してきた。

7　考察
先端技術を家庭に導入するためには、技術内容を理解し

ない一般ユーザーに対して、適切な製品利用を可能にする
必要がある。本研究が示したように、企業が開発した IH
クッキングヒーターだけでは、ユーザーは上手く炒め物がで
きない。そこで、論理的リード・ユーザーによって新しい調
理法が開発され、IH の機能を活かした調理のための補完
要素が準備されて初めて一般ユーザーは IH を家庭で利用
する。さらに、ユーザーは「スパチュラの色展開」など社
会トレンドに沿った調理システムの一要因に引き寄せられ、
それまで調理に強い関心を持っていなかった人々にまで、
IH が普及していく可能性を本研究は示唆する。ユーザー
が先端技術の持つ潜在力を意識することなくIH が普及し
ていく現実を、どう評価すれば良いであろうか。
　まず、先端技術を家庭に普及することは容易ではない。
家庭用ロボットのケースが示唆するように、先端技術が画
期的な機能を実現するとしても、優れた機能性のみでは製
品の家庭への導入は保証されない。将来性がある製品を
家庭に導入するためには、技術を家庭で利用するための一
連の補完システムの整備が必要になる。本論文で検討して
きたように、IHをどのように家庭で使用するか、IH調理シ
ステムに対する安全性、また環境性（エネルギー効率）から
の評価が必要なように、先端技術を「使うための」システム
について検討すべき課題も極めて多様である。Apple社の
商品開発等に注目するデザイン・インスパイアード・イノベー
ション・モデルが、使い手に喜びを与えるデザインが製品の
成功を導くと主張するように[10]、製品に対する利用者の視
点も無視できない要素である。技術を家庭で利用するため

図4　多様なリード・ユーザーによる先端技術の家庭への導入モ
デル
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の補完システムは、その時代の社会トレンドのもと、家庭の
ユーザーが受ける技術の便益を最大化するように設計され
なければならない。

先端技術そのものを開発するのは大企業を中心とする
メーカーである。しかし、技術の専門家だけで先端技術を
「使うための」システムのデザインを担当するのには限界が
ある。吉川らが指摘するように、技術の専門家が熱力学や
表面科学や流動学などの目玉焼きに関与する知識を総動員
しても、おいしい目玉焼きができるとは限らない [11]。本研
究が対象とした IH 調理システムの事例においては、企業
とは独立した「料理の科学化」を志向する調理の専門家が
調理のノウハウを先端技術と融合させ、自宅の台所を実験
室とすることによって IH を「使うための」調理システムが創
出されている。この事実は、技術の専門家とともに料理研
究家という調理の実践家がいれば、両者が協力しておいし
い目玉焼きを作るためのレシピができることを示唆する。ま
た、調理の専門家が企業とは独立した存在であることの重
要性も示唆される。IH の他にも圧力鍋や無水鍋などは、
調理の専門家による情報提供が多く行われたことによって
一般家庭で活用されるようになった。すなわち、企業が開
発する先端技術を家庭で活用するためには、技術を「使う」
ことを専門とする多様なリード・ユーザーの自律的参画が必
要になる。

現在、科学技術と産業をつなぐ産学連携の重要性は深
く認識されている。しかし、本研究の分析からは、ロボッ
トなどの先端技術の家庭への導入について、技術を「使う」
ためには産学に加えて多様なリード・ユーザーによって構
成される社会ネットワークの構築が必要であることがわか
る。本研究で提案するモデルは、産業を中心とした社会の
生産活動に、家庭の生活者がその実践的知識を活用して
柔軟に参加する可能性を示しており、どのように社会的イノ
ベーションを促進するかという観点から新しい研究課題に
なることが期待される。
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注1）キーボードの文字配列の決定には、大規模メーカーのトラ
ストによる特許障壁の形成における新規参入の阻止という企業
戦略が決定的な役割を果たしたという有力な反論が最近提出さ
れている[12]。
注2）メディア情報は次のように決定した。書籍については、国
立国会図書館書誌データベースにおいてタイトルに「IH」含む書
籍を抽出した中から、IHクッキングヒーターを用いた調理を掲載
する書籍を目視によって抽出した。雑誌については、『雑誌・新
聞総カタログ2008』の「料理・栄養」部門と「女性誌」部門にお
いて、対象年齢が30歳以上の中で発行部数が5位以内の雑誌を
抽出し、IHクッキングヒーターに情報発信の最も多い2005年と
2006年について、IHクッキングヒーターを用いた調理記事を掲
載する雑誌を目視によって抽出した。テレビCMについては、東
京電力と関西電力のオール電化のＣＭを抽出した。
注3）写真が複数でも、目的の料理が同じであれば1つのデータ
とみなし、1つの写真・テレビCMであっても、目的の料理が異な
れば異なるデータとみなす。また、雑誌は広告と本編に分け、料
理雑誌の広告とファッション雑誌の広告は性質が類似するため、
合わせて「広告」と分類する。
注4）広告が発信するIH調理は、書籍や雑誌と異なり、グリルを
利用した調理が取り上げられることが多い。IHをグリル対応に
利用できないため当初は「IHクッキングヒーターでは魚が焼けな
い」など否定的意見が多くあった。IHクッキングヒーターに含ま
れるグリルはIHではなく電熱線を熱源に採用している。広告で
は、新しい調理道具を用いた調理が一度も紹介されていないた
め、グラフでの表示は0になっている。
注5）Wは自身のキッチンで木べら2本でかきまぜる調理法につ
いて実験を行い、2本のへらの間に米粒が挟まりつぶれてくっつ
く欠点に気づいた。その欠点の改善のために、木べらに替えてフ
ライ返し2本を用いることを試すが、フライ返しは通常、先端のラ
インが持ち手に対して直角ではなく、両手に持つと2本の先端の
ラインが一致せず交差してしまうため、食材を持ち上げることが
できない。そこで、フライ返しに替えてシリコン樹脂製のスパチュ
ラを使用すると、問題なくかきまぜ作業ができることを発見し
た。
注6）真空技術のエンジニアだった経験からシリコン樹脂の高
い機能を知っていた輸入業者Kによって、日本で初めてスパチュ
ラの輸入販売が開始された。同社においては、最初の3～4年、
製品は全く売れなかったが、2004年頃より製品需要が盛り上が
り、同年の売り上げは前年の2.7倍と急増した。
注7）セレクトショップとは、製造メーカーを限定せず、販売員が
選定した商品を販売する商店である。フライングソーサーは業務
用調理機器の卸し業を営んでいたが、2001年3月30日から一般
家庭向けの業務を開始し、それまで主婦であったSが店長にな
る。
注8）開発者である同氏は、IHでのフライパン調理に最適なス
パチュラの形状を追及し、研究結果をもとに株式会社貝印と協
働で設計・開発したスパチュラが、2008年12月に発表された。
注9）2006年10月公開の東京電力のＷｅｂコンテンツの中には、
著名な中華料理シェフの陳建一氏がフライングソーサーのオリ
ジナルスパチュラを両手に持ってチャーハンをかき混ぜる姿が
含まれる。（http://www.tepco-switch.com/others/ad/index-j.
html）
注10）IHでは、コンロ内のコイルに電流を流すと鍋そのものが
発熱し、中の食材に熱を与えるようになっている。ここで、鍋の
金属の抵抗値のばらつきを無視すれば、入力する電力と出力と
しての鍋の発熱量は、常に一定の関係式を持つ。さらに食材の
質のばらつきを無視すれば、入力する電力と食材の変性も、一定
の関係を持つ。ガスの場合は、鍋内の温度を決定する要因は複
雑であった[13]-[15]。
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査読者との議論 
議論1　議論の根拠となるエビデンスについて
質問・コメント（赤松 幹之：産総研人間福祉医工学研究部門）

先端技術が家庭に導入されるためには、技術を使うための補完シ
ステムが必要であり、そこには、ある立場の女性（原稿段階での記述）
が有効に働く、という論点は技術の社会導入における1 つの重要な
ポイントと考えられ、シンセシオロジーのスコープに合致しています。
しかし、論文全体としての論旨がやや不明確であり、エビデンスも充
分ではないように思います。

質問・コメント（内藤 耕：産総研サービス工学研究センター）
特に「4　IH を利用・・・時系列分析」において、まず具体的な

普及曲線を販売量データから作成し、そこに重要なイベントがどのよ
うに関係しているのかが分かる図の作成をお願いします。

回答（久保 友香）
エビデンスの不十分性については自覚があり、ＩＨを利用した調理

の実態や、シリコン樹脂製スパチュラの売上量のデータを収集するた
め、電気機器メーカーや調理道具メーカーの協力を得る努力をしてい
ましたが、達成できませんでした。また、セレクトショップの販売量
のデータも非公開でした。そのため、メディアで伝達する情報から、
一般家庭のユーザーの利用状況の分析を行いました。雑誌の種類は
非常に多様で、網羅的な分析に限界があることを残念に思いながら、
可能な限り適切な抽出を試みました。

本論は実証分析から IH が家庭に導入されるときに IH 独自の調理
法が貢献しており、調理法を普及させたのは感性的リードユーザーで
すが、発見したのは論理的リードユーザーであることを明らかにしま
した。論理的リードユーザーが新しい調理法を発見できたのは、論
理的リードユーザーが、ユーザーでありながら、技術の中身にまで好
奇心を持っていることに起因するので、このことを表すように修正しま
した。

議論2　感性的リードユーザーについて
質問・コメント（赤松 幹之）

料理研究家が論理的リードユーザーで、セレクトショップが感性的
リードユーザーとしています。料理研究家については論旨が明確です
が、セレクトショップについては論旨が不明瞭です。電気事業者と独
立であるとしていますが、TEPCO 館のセレクトショップなので、独
立とは言えないように思います。また、社会ニーズ対応の活動として
いますが、「男性が調理に参加」や「好きな調理器具に囲まれる生活」
は一般でいう社会ニーズではないと思います。また、「IH とスパチュ
ラは半ば偶然である」とありますが、ということは東京電力の CM に
重要な役割があったことになります。この点からすると、電気事業者
がコアとして機能したとも言えないでしょうか？

回答（久保 友香）
コメントをいただきましたとおり、感性的リードユーザーの行動が、

社会ニーズ対応であることは本分析から明らかになっていません。感
性的リードユーザーの直観的アイデアから発生した商品が、トレンド
を伝えるファッション誌の雑誌記事で多く取り上げられていることか
ら、結果的に社会トレンドに合致していることは明らかと言えると考え
ます。社会トレンドという言葉を用いて、記述を変更しました。

感性的リードユーザーであるセレクトショップは、東京電力の支援
によって銀座 TEPCO 館に店舗を構えますが、商品開発や商品選択
などにおいて東京電力の協力はない関係にあります。東京電力のＣ

Ｍの影響も、両手に調理道具を持つ炒め物調理である点は同じです
が、木べらを利用しており、木べらをスパチュラに変えることは当然
の発想でないことは重要だと考えます。

しかし、東京電力が、感性的リードユーザーに支援したことは偶
然ではないと考えられます。銀座 TEPCO 館にセレクトショップを設
置する過程で、一般の主婦の意見などを取り入れており、企業から発
想できないアイデアを得ることを目的に構築した連携で、東京電力は
ある程度意図していたと考えられます。主婦の意見を取り入れている
ことを、加筆しました。

議論3　女性の貢献について
質問・コメント（赤松 幹之）
「女性の貢献」が本論文の重要なポイントとしていますが、「論理

的リードユーザー」「感性的リードユーザー」という枠組みでは、女性
であることは必須の観点ではないと思われます。もちろん、 2 つのリー
ドユーザーはいずれも女性でしたが、これは対象が女性が使うこと
の多い調理器具だったためであると考えられます。

質問・コメント（内藤 耕）
女性を中心とする社会ニーズに直感を持つ感性的リードユーザーの

役割の重要性を考察しています。これは重要な指摘と思いますが、「自
立した個人としての女性」「家庭で料理を担当する女性」という記述
はありますが、本論文のデータや分析ではその「女性」の役割の重
要性が明確ではないと考えます。

回答（久保 友香）
技術の普及に、論理的リードユーザーと感性的リードユーザーがそ

れぞれの立場で貢献したのは、一般的なユーザーが技術の中身を理
解しないことが理由の一つであります。技術の中身を理解しないユー
ザーが多いのは、女性をユーザーとする技術に多く見られると考え、
女性のリードユーザーの貢献を指摘しました。しかし、IH が家庭に
導入されることに貢献した論理的リードユーザーと感性的リードユー
ザーの役割は、IH でないケースでは男性が担うことがあると考えら
れます。「女性」に限定する記述を省き、このモデルが、他のさまざ
まな技術のケースにも当てはまることを探究したいと思います。

議論4　他の製品例について
質問・コメント（赤松 幹之）

他の製品例との比較・考察があると読者の参考になると思います。
例えば、調理器具という観点からでは、圧力鍋は一例になるかもしれ
ません。

回答（久保 友香）
ユーザーに、技能やレシピ、道具がなくとも利用できる電子レンジ

や炊飯器などに対し、IH は製品がそこにあるだけではユーザーは便
益を得られません。同様に、ユーザーに技能やレシピ、道具などの
補完システムを必要とする製品については、本論が示すように普及に
おいて多様なリードユーザーが貢献すると考えられます。たとえば、
圧力鍋や無水鍋は、メーカーによって開発されたのは過去ですが、
現在でも、機能を引き出す調理法やレシピについて、料理研究家か
らの情報発信がさかんに行われています。近年、油を減らした料理
への注目と相俟って利用者が増えているのは、リードユーザーの貢献
によるものと考えられ、考察において、圧力鍋と無水鍋の例を加える
とともに、さらなる事例の調査は今後も課題としていきたいと思いま
す。

議論5　イノベーションの観点について
質問・コメント（内藤 耕）
「IH イノベーション」について、IH 技術の完成に加え、それをイノ

ベーションと位置づけるには、IH がどのような社会的価値を形成した
のかを記述してください。新しい調理法の登場が IH の普及に大きく
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影響したことは、IH が単なるガスからの技術的代替ではなく、何ら
かの新たな価値をユーザーに影響を与えたものと想像されます。

回答（久保 友香）
本研究が分析対象とした新しい IH 調理システムの発生と普及は、

論理的リードユーザーが「使う」ことによって発見した「これまででき
なかった調理ができる」価値を社会に普及することを目指したもので

した。しかし、感性的リードユーザーの直観的発想が普及に貢献し
た事実から、それまで調理に興味がなかったかもしれない、例えば
デザインなどに興味を持つ人々にも、調理をするきっかけを提供する
ような価値も形成されていたことが、結果的に明らかになりました。
また、IH 調理システムが形成する社会的価値は、それだけではなく
安全性、環境性などの側面もあり多様です。これらを含めて、7 章に
加筆しました。




